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入ってよかった！

自治会・町内会
230

　横浜は、今後30年以内に震度５強以上の地震に見
舞われる確率が８割以上と言われています。
　大規模な災害の際には、救出救助をはじめ、行政
からの支援は皆様のもとにはすぐには届きません。
阪神・淡路大震災の際に、倒壊した建物の下敷きに
なって救助された人の８割は、近所の人などに助け
出されています。消防や警察などに救助されたのは
２割に過ぎません。
　いざという時に助けが必要な要援護者の声かけ
などは自治会・町内会が担っています。また、生活に
必要な救援物資の配布を行う地域防災拠点も、主に
自治会・町内会の会員が運営しています。
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出典「阪神・淡路大震災神戸市域における消防活動の記録」

命を救うことは、時間との闘いです

　阪神淡路大震災で神戸市域における
消防活動記録では、1日目に救い出された人の

生存率は約75％、２日目には約24％、
３日目（72時間）には約１５％でした。

いざという時、頼りになるのは自治会・町内会
です。自治会・町内会に加入すると、日頃から
顔の見える関係がつくりやすくなります。

二次元バーコードから「住所・氏名・
電話番号」をEメールで送信してくだ
さい。お住いの地域の自治会・町内会
からご案内させていただきます。
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